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フェリス女学院大学卒業生に関するアンケート結果報告 

 

1. 調査の概要 

本学では、教育力の向上に資するデータの収集を目的として、本学卒業生の採用企業等に対

し、アンケート調査を実施いたしました。 

 

実施期間 2020 年 8 月 24 日（月）～9 月 10 日（木） 

実施方法 紙媒体でのアンケート 

 

2. 調査結果 

【設問 1】フェリス女学院大学の学生を採用する際に、どのような点、どのような人物を評価し

ていますか。（自由記述） 

・ どんな仕事に対しても真摯に対応するひたむきさと粘り強さ。 

・ 与えられたことをこなすだけではなく、効率や精度アップを自ら考えて、業務を遂行して

いく力。  

・ 「自分の考えを自分の言葉で語れること」、「自分の強み、弱みを相手が納得できるように

話せること」、「問われた質問に対して、的確な回答ができること」等を評価いたします。 

・ 面接を通じ、以下の点を踏まえた人物本位の評価をおこなっております。 

 積極的に行動・挑戦する姿勢を大切にし、最後までやり遂げることで自らを成長させて

いける人財 

 周囲と円滑にコミュニケーションをとり、相手の意を汲み取り接することのできる人財 

 周囲の変化や多様な価値観に対応できる柔軟性と豊かな感性を持った人財 

 

 

【設問 2】フェリス女学院大学の卒業生の印象について、普段感じておられることを自由にお書

きください。（自由記述） 

・ 社会で求められる教養と、他者と協働するコミュニケーション能力を有している印象です。 

・ 大人しい印象もありますが、活動及び取組みの中では、何事にもまじめに、目的意識を持

ち、自ら考えながら責任感を持って行動され、リーダーシップを発揮している姿が見受け

ることができました。 

・ 活動及び取組みの際には、社会人と交流する中で、仕事内容であったり、人とのコミュケ

ーションの取り方であったり、これからの自分を意識してか、働く女性(結婚して・出産し

て・・）に対して、強い関心と興味を持たれているという印象を持ちました。 

・ 人と人を大事にする丁寧な関係作りを実践している。人懐っこい、温かい、そんな印象を

受ける卒業生たちとの付き合いがある。じっくり付き合うと魅力が出てくる人たちで、小

出しにしてくるが、長くつきあっていける。 
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【設問 3】フェリス女学院大学の卒業生の印象を踏まえて、フェリス女学院大学における教育の

あるべき姿、今後期待される点について、ご意見をお聞かせください。 

・ 学生の社会・就業後の自己実現に向けた、自己理解の機会提供や就業への円滑な移行のサ

ポート。また、就業後に発揮できる能力の育成や知識・価値観の修得等。 

・ 設問 2 のように、社会活動等の取組の際にも、積極的に、楽しく取り組まれている学生の

皆様の姿が見えてまいります。学生時代に地域社会等と関わり合う機会があることで、学

生自身でも気づいていない関心や才能といった新しい自分を発見することもあろうかと思

います。より一層色々な形で社会と交流する場をご支援されることで、学生の皆様が成長

することの糧になるのではないかと思います。 

・ インターン終了時には、いつも元気になっていますが、インターン生の第 1 印象は、おと

なしい感じがしている。たぶん自分に自信がない。快活さがもっと必要かと思います。 

・ 快活さは好奇心であったり、自信であったり、自己肯定する力であったりすると考えるの

で、大学教育・大学生活においては、学生がいつも笑顔でいられる、声を掛け合う環境が

あり、建学の志 For others を学生たちが理解するために、他者に手を差し伸べるだけの

自信をつけさせる必要があるかと思います。 

・ フェリス女学院に入っていることをもっと誇りに思う学生を育てる必要があるかと思いま

す。こんな時代だからこそ、学問・教育はがっちりきっちり厳しく指導していいかと思い

ます。学生の「やり抜いた」という達成感が自信につながると考えます。 

 

 

【設問 4】大学において「Society5.0」で求められる人材を育成するにあたっては、「最終的な専

門分野が文系・理系であることを問わず、リテラシー、論理的思考力、規範的判断力、

課題発見・解決力、未来社会の構想・設計力などが求められる。これらの能力の修得

には、基盤となるリベラルアーツ教育が重要」とされています。本学でも CLA を設置

し、新しい時代に主体的な役割を果たすために必要な知識、能力を身につけるための

教育を行っていますが、本学または大学におけるリベラルアーツ教育について、産業

界としてどのように評価されるでしょうか。お感じになることをお聞かせください。 

・ 業界の枠を超えて、求められる能力が日々変化・多様化している現代において、リベラル

アーツ教育の重要性が増していると感じており、貴学の取り組みが企業にとっても有用と

考えます。 

・ 設問にあります「リテラシー、論理的思考力、規範的判断力、課題発見・解決力、未来社

会の構想・設計力」等については、貴学学生の皆さんが社会人へとなった際に、どのよう

な仕事でも、または家庭という場面でも、この多様化、複雑化する現代社会においては、

必要不可欠なものであると考えます。ぜひ、その力を身につけるためのリベラルアーツ教

育について、貴学にはお取り組みをさらに進めていただきますことを望みます。 

・ とても大事かと思っています。自分の意志でものを考える基本的な能力を養っていくため
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に、専門的な分野以外の理解を深め、興味を持つきっかけを作っていくことは大事だと思

います。ネット社会が急速に発展する中、コロナ禍でもあり授業もオンラインで、対面で

人と接する時間が確保できない今、どうしても、狭い範囲で活動し、考えてしまいがちに

なります。学生を学外で教育するインターン制度も大事なリベラルアーツ教育の一環だと

感じています。 

 

以上 


